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（須賀川市人口 76,898人 2月1日現在） ［前年度比 △256人］

〝災害公営住宅
     着 実に計画が進む″

（100戸）〝災害公営住宅
     着 実に計画が進む″

（100戸）

　震災より４年が経過し、着実に復興へ向け、様々
な整備が進められています。
　現在、災害公営住宅が進められていますが、完
成により、今まで仮設住宅等で生活されていた
方々にとって、よりよい生活を取り戻す拠点とな
ることを期待します。
　ただ、今年の入居数は３２戸であり、残る６８
戸は来年３月まで待たなければなりません。全て
の方々が安心して生活できるまで、きめ細かなサ
ポートを進める必要があります。

〔山寺北団地〕 　戸数　23戸　H28.3 以降入居予定〔山寺北団地〕 　戸数　23戸　H28.3 以降入居予定

〔弘法坦地区〕　戸数　45戸　H28.3 以降入居予定〔弘法坦地区〕　戸数　45戸　H28.3 以降入居予定

〔東町地区〕　戸数　21戸　H27.6 以降入居予定〔東町地区〕　戸数　21戸　H27.6 以降入居予定

〔馬町地区〕　戸数　11戸　H27.3 以降入居予定〔馬町地区〕　戸数　11戸　H27.3 以降入居予定

山寺北エリア 中心市街地エリア

中心市街地エリア

中心市街地エリア



常任委員会活動紹介

　

本
委
員
会
は
、
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
付
託
議
案
３
件
「
須
賀
川
市

営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
災
害
公
営
住
宅
（
弘
法
坦
・

山
寺
北
団
地
）
新
築
工
事
の
請
負
契

約
締
結
」、「
須
賀
川
市
都
市
計
画
審

議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長
の
出

席
を
求
め
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
３
件
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
調
査
事
件
で
あ
る
「
笹
平
川

流
域
治
水
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
12

月
に
国
と
の
協
議
が
整
い
、
平
成
27

年
度
事
業
採
択
に
向
け
て
目
途
が
つ

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
水
道
事
業
包

括
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
は
、
８
月

よ
り
業
務
委
託
が
開
始
さ
れ
て
お
り

順
調
に
経
過
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
新
た
な
継
続
調

査
事
件
と
し
て
「
市
営
住
宅
の
あ
り

方
」
及
び
「
須
賀
川
駅
西
地
区
都
市

再
生
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
重
点
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
当
局
と
の
意
見
交
換
、

委
員
会
と
し
て
の
実
態
把
握
の
調
査

　

本
委
員
会
で
は
、
現
在
、
具
体
的

な
調
査
項
目
と
し
て

●
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
こ
と

●
行
政
評
価
に
関
す
る
こ
と

●
危
機
管
理
体
制
に
関
す
る
こ
と

●
福
島
空
港
の
利
活
用
に
関
す
る
こ
と

の
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
継
続
し
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
福
島
空
港
の
利
活

用
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、

総
務
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

を
行
い
各
種
施
策
や
事
務
事
業
に
つ

い
て
提
言
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
所
管
す
る
事
務
事
業
の
調

査
や
議
案
審
査
を
行
い
ま
す
。

状
、
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
視
察
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
踏
ま
え
、
福
島
空
港
の
利
用
者
増

に
向
け
た
利
活
用
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

総 務 常 任 委 員会

委 員 長  相楽 健雄

副委員長  石堂 正章

委　　員  大寺 正晃

　 〃 　  川田 伍子

　 〃 　  佐藤 暸二

　 〃 　  鈴木 正勝

　 〃 　  渡辺 忠次

建設水道常任委員会

委 員 長  塩田 邦平

副委員長  車田 憲三

委　　員  五十嵐 伸

　 〃 　  森 　新男

　 〃 　  鈴木 忠夫

　 〃 　  水野 敏夫

　 〃 　  高橋 秀勝

利
用
者
が
少
な
い
現
状
を
改
善

し
、
利
用
者
増
に
向
け
た
福
島

空
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
目
的
に
、
こ
の
間
、

防
災
拠
点
空
港
と
し
て
の
在
り

方
や
物
流
拠
点
空
港
の
可
能
性

な
ど
を
継
続
し
て
調
査
研
究
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
調
査
の
現
地
視

察
と
し
て
、
福
島
空
港
と
同
じ

く
地
方
管
理
空
港
の
静
岡
県
の

静
岡
空
港
や
岡
山
県
の
岡
山
空

港
の
現
地
視
察
を
行
い
、
空
港

の
利
活
用
の
在
り
方
や
利
用
者

数
の
動
向
、
ま
た
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
考
え
方
、
更
に
は
、

貨
物
便
の
利
用
状
況
な
ど
の
現

総務常任委員会のメンバー総務常任委員会のメンバー

「下の川」整備状況調査「下の川」整備状況調査
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本
委
員
会
で
は
、
「
地
域
産
業
を

生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
策
及
び

所
管
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
」
を

調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
交
流
人
口
拡
大
策
に
対
す

る
具
体
的
な
質
問
事
項
９
点
を
ま
と

め
、
市
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
や

考
え
方
な
ど
調
査
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
交
流
人
口
拡
大
と
産
業

振
興
に
繋
が
る
提
言
書
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

所
管
す
る
生
活
環
境
部
と
産
業

部
に
関
わ
る
事
務
の
執
行
状
況
で
は
、

大
雪
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
の
被
害

対
応
状
況
、工
業
団
地
適
地
調
査
や

米
価
下
落
な
ど
各
課
に
わ
た
り
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。観
光
交
流
課
か
ら
は

「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
」の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
関
連
モ
ニュ
メ
ン

ト（
松
明
通
り
に
４
体
設
置
）に
つい
て

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
本
年
４
月
オ
ー

プ
ン
予
定
の
長
沼
東
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
条
例
な
ど
２
議
案

は
可
決
す
べ
き
も
の
と
な
り
、
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
「
農
業
委
員

会
、
企
業
の
農
地
所
有
、
農
協
改
革

　

昨
年
12
月
定
例
会
の
条
例
改
正
案

な
ど
7
議
案
に
対
し
本
委
員
会
で
の

質
疑
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
「
須
賀
川
市
立
児
童
ク
ラ
ブ
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
で

は
、「
開
館
時
間
の
延
長
を
行
う
理

由
、
職
員
の
配
置
、
更
に
財
源
は
ど

う
確
保
さ
れ
る
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、
当
局
か
ら
「
開
館
時
間
の
延
長

は
保
護
者
か
ら
の
要
望
や
保
護
者
の

就
労
時
間
を
考
慮
し
て
改
正
を
行
う

こ
と
と
し
、
職
員
に
つ
い
て
は
、
各

館
１
名
か
ら
２
名
の
増
員
を
予
定
し

て
い
る
」
と
の
答
弁
。

　

さ
ら
に
「
須
賀
川
市
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
保
育
料
徴
収
条
例
」
に
つ

い
て
は
、「
本
市
は
子
育
て
を
重
点

政
策
に
お
い
て
い
る
こ
と
と
、
若

い
世
帯
の
人
た
ち
に
と
っ
て
月
３
，

０
０
０
円
の
徴
収
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
と
思
う
が
そ
れ
ら
の
配
慮
は
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
保
育
料
設
定

の
根
拠
と
徴
収
の
判
断
理
由
と
そ
れ

ら
の
保
育
料
が
施
設
運
営
へ
反
映
さ

れ
る
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局

か
ら
「
事
業
の
長
期
的
安
定
運
営
に

は
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
同

生
活
産
業
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

な
ど
農
業
改
革
に
関
す
る
請
願
」
は

再
び
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
や
火
山
噴
火
な

ど
自
然
災
害
が
多
か
っ
た
昨
年
の
状

況
を
受
け
、
新
た
に
「
地
域
防
災
」

を
調
査
事
項
に
加
え
ま
し
た
。
再
点

検
を
含
め
、
更
な
る
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

時
に
、
県
内
自
治
体
に
お
い
て
最
低

限
度
の
額
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
財
源
は
運
営
費
の
拡
充
に
充
て

ら
れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

生活産業常任委員会

委 員 長  八木沼久夫

副委員長  関根 保良

委　　員  安藤　 聡

　 〃 　  生田目 進

　 〃 　  加藤 和記

　 〃 　  菊地 忠男

　 〃 　  橋本 健二

教育福祉常任委員会

委 員 長  丸本由美子

副委員長  大倉 雅志

委　　員  本田 勝善

　 〃 　  広瀬 吉彦

　 〃 　  市村 喜雄

　 〃 　  大越　 彰

　 〃 　  大内 康司

生活産業常任委員会のメンバー生活産業常任委員会のメンバー

武蔵野プレイスへの視察武蔵野プレイスへの視察
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議員提案条例

　

議
員
定
数
が
現
行
の
28
名
か

ら
４
名
減
の
24
名
に
決
ま
り
ま

し
た
。
平
成
26
年
12
月
定
例
会

で
、
議
会
基
本
条
例
の
一
部
見

直
し
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
関
し
て
は
、
平

成
17
年
の
合
併
時
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
協
議
が
さ
れ
て
来
ま
し

た
。

　

合
併
時
に
は
、
在
任
特
例
に

よ
り
48
名
で
し
た
が
、
平
成
19

年
の
選
挙
に
は
28
名
と
し
、
任

期
中
の
平
成
22
年
に
は
「
議
員

定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
削
減
す
べ
き
と
現

状
維
持
の
両
論
で
協
議
を
重
ね

ま
し
た
が
、
合
併
後
の
新
市
建

設
計
画
が
道
半
ば
で
あ
る
な
ど

の
理
由
か
ら
28
名
と
す
る
こ
と

で
委
員
会
と
し
て
結
論
を
出
し

ま
し
た
。
平
成
23
年
の
選
挙
は

28
名
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
該
任
期
に
お
い
て
も
、
定
数

に
関
し
て
は
、
協
議
を
続
け
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
「
議
会
制

度
改
革
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
て
協
議
が
続
け
ら
れ
、
平

成
25
年
に
は
、
定
数
に
関
す
る

「
代
表
者
等
会
議
（
無
会
派
も

含
め
た
代
表
者
と
幹
事
長
）
」

を
立
ち
上
げ
て
計
８
回
に
わ
た

り
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
平
成
26
年
９
月
定
例

会
で
、
「
議
員
定
数
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
て
４
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
委
員
会
と
し
て

現
行
の
28
名
か
ら
４
名
減
の
24

名
と
す
る
結
論
に
到
り
ま
し

た
。

　

特
別
委
員
会
で
の
協
議
内
容

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
真
っ

只
中
に
あ
り
市
民
の
声
を
よ
り

多
く
吸
い
上
げ
る
た
め
に
は
現

状
維
持
で
良
い
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
等
に

よ
り
増
々
厳
し
く
な
る
社
会
情

勢
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
進
め
る
た
め
に
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
や
、
議
会
制
度
改

革
を
更
に
進
め
る
こ
と
な
ど
の

多
様
な
観
点
か
ら
削
減
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
多
数

決
の
結
果
、
削
減
す
べ
き
も
の

と
決
し
、
委
員
長
の
報
告
と
な

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
結
論
を
受
け
て
、

平
成
26
年
12
月
定
例
会
の
最
終

日
に
議
員
提
案
条
例
と
し
て
議

会
基
本
条
例
の
一
部
見
直
し
案

が
上
程
さ
れ
４
名
削
減
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
で

は
、
現
状
維
持
を
主
張
す
る
議

員
に
よ
る
反
対
討
論
が
あ
り
、

５
名
の
議
員
が
反
対
し
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
定
数
を
24
名
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
期
議
員
選
挙
か
ら
24
名
の

定
数
で
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
新
し
く
選
出
さ
れ
る
議

会
に
対
し
て
も
こ
れ
ま
で
以
上

の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
定
数
が　

名
24

（
４
名
減
）と
な
り
ま
し
た
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トピックス
請願・陳情の処理状況
　請願と陳情は、国民（外国人や法人も含みます。）が国や地方公共団体に対して、希望を文章で願い出る国
民の基本的権利の一つです。請願の提出には、紹介議員を必要とします。
　なお、須賀川市議会では陳情が提出された場合、陳情文の写しを配布しています。
　平成26年の請願と陳情の処理状況は、下表のとおりです。

議員提出意見書
　「意見書」とは、地方自治法第99条に基づいて、地方公共団体の公益に関することについて議会の意思
を国会や関係行政庁に提出する文章をいいます。
　意見書の発案は議員が行い、これを議会に諮り、決定して議長名で関係機関などに提出します。

●請願
番　号 請　　　　　　　願　　　　　　　名 処 理 状 況

H26 第1号「特定秘密保護法の廃止を求める意見書」の提出を求める請願 H26.6.19 不採択
第2号 国営母畑地区総合農地開発事業償還金に関する意見書の提出を求める請願 H26.3.18 採択
第3号 不安定雇用の是正を求める意見書提出の請願について H26.3.18 採択
第4号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の請願について H26.3.18 採択
第5号「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求める請願書 H26.6.19 採択

第6号 命を守るために、憲法 9条を壊し日本を海外で戦争する国へとつくり変える集団的自衛
権を容認する閣議決定や立法に反対する意見書を国に提出することを求める請願書 H26.9.25 不採択

第7号 特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意見書を国へ提出を求める請願書 H26.6.19 不採択
第8号 消費税率を 5％に戻し、増税中止を求める意見書を国に提出することを求める請願書 H26.6.19 不採択
第9号「さらなる年金削減の中止を求める」意見書提出を求める請願 H26.6.19 採択

第10号 原発再稼働・核燃サイクル推進の「エネルギー基本計画」案の撤回の意見書提出を求める請願書 H26.6.19 採択

第11号「手話言語法制定を求める意見書」の提出を求める請願書 H26.6.19 採択
第12号 政府による緊急の過剰米処理を求める請願 H26.9.25 採択
第13号 農業委員会、企業の農地所有、農協改革など、「農業改革」に関する請願 継続審査

第14号 集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、立法化しないことを求める意見書提出についての請願 継続審査

第15号「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」による就学支援事業の継続を求める請願書 H26.12.18 採択
第16号 市民が安心して産み育てられる医療環境整備に関する請願書 継続審査

●陳情
番　号 陳　　　　　　　情　　　　　　　名 処 理 状 況

H26 第1号 軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基準の改正などを求める陳情 H26.  9 月定例会　配布
第2号 横田めぐみさん拉致事件に関する陳情 H26.12 月定例会　配布
第3号 個人通報制度の実現を求める意見書の採択についての陳情 H26.12 月定例会　配布

第4号 国に対し「東日本大震災の被災者に対する援助のための日本司法支援センターの業務の
特例に関する法律」の有効期限を延長する立法措置を求める意見書提出を求める陳情 H26.12 月定例会　配布

番　号 意　　　　　見　　　　　書　　　　　名 結　　　果

H26 第1号 国営母畑地区総合農地開発事業償還金に関する意見書 H26.3.18 原案可決

第2号 不安定雇用の是正を求める意見書 H26.3.18 原案可決

第3号 福島県最低賃金の引上げと早期発効を求める意見書 H26.3.18 原案可決

第4号 地方財政の充実・強化を求める意見書 H26.6.19 原案可決

第5号 更なる年金削減の中止を求める意見書 H26.6.19 原案可決

第6号 原発再稼働・核燃料サイクルを推進するエネルギー基本計画案の撤回を求める意見書 H26.6.19 原案可決

第7号 手話言語法制定を求める意見書 H26.6.19 原案可決

第8号 政府による緊急の過剰米処理を求める意見書 H26.9.25 原案可決

第9号 被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金による就学支援事業の継続を求める意見書 H26.12.18 原案可決
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議案等番号 件　　　名 結果

議　
　
　

案

93 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて ◎

94 専決処分の承認を求めることについて ◎
95 須賀川市税特別措置条例の一部を改正する条例 ◎

96 須賀川市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 ◎

97 議会の議員に対する期末手当支給に関する条例の一部を改正する条例 ◎

98 市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 ◎

99 須賀川市教育委員会委員長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 ◎

100 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ◎
101 須賀川市営住宅条例の一部を改正する条例 ◎
102 須賀川市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎
103 須賀川市長沼東部コミュニティセンター条例 ◎
104 須賀川市保育所条例の一部を改正する条例 ◎
105 須賀川市立白鳩保育園条例の一部を改正する条例 ◎
106 須賀川市立こども園条例の一部を改正する条例 ◎
107 須賀川市立幼稚園条例の一部を改正する条例 ◎
108 須賀川市立児童クラブ館条例の一部を改正する条例 ◎
109 須賀川市放課後児童クラブ保育料徴収条例 ◎

110
須賀川市指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

◎

111 須賀川市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例 ◎

112 須賀川市体育施設条例の一部を改正する条例 ◎

議案等番号 件　　　名 結果

議　
　
　

案

113 須賀川市立学校運動場夜間照明施設使用料条例を廃止する条例 ◎

114 平成26年度須賀川市一般会計補正予算（第7号） ◎

115 平成26年度須賀川市県中都市計画事業須賀川駅前土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号） ◎

116 平成26年度須賀川市下水道事業特別会計補正予算（第2号） ◎

117 平成26年度須賀川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） ◎

118 平成26年度須賀川市北部都市整備事業特別会計補正予算（第1号） ◎

119 平成26年度須賀川市藤沼湖周辺施設運営事業特別会計補正予算（第1号） ◎

120 平成26年度須賀川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ◎
121 平成26年度須賀川市水道事業会計補正予算（第2号） ◎

122 須賀川市・長沼町合併建設計画（新市建設計画）及び須賀川市・岩瀬村合併建設計画（新市建設計画）の変更について ◎

123 災害公営住宅（弘法坦・山寺北団地）新築工事の請負契約締結について ◎

124 須賀川市都市計画審議会条例の一部を改正する条例 ◎
※1 3 須賀川市議会基本条例の一部を改正する条例 ○

請　
　
　

願

13 農業委員会、企業の農地所有、農協改革など、「農業改革」に関する請願 －

14 集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、立法化しないことを求める意見書提出についての請願 －

15 「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」による就学支援事業の継続を求める請願書 ◎

16 市民が安心して産み育てられる医療環境整備に関する請願書 －

※2 9 被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金による
就学支援事業の継続を求める意見書 ◎

※１　議員提出議案　　　　※２　議員提出意見書案

トピックス

6

※　○は賛成　 ●は反対　  ※議長（市村喜雄）は、採決に加わりません。

上の表のうち、賛否の分かれた議案などについて、議員ごとの賛否についてお知らせします。

　

公
立
岩
瀬
病
院
企
業
団
議
会
議

員
の
任
期
が
平
成
26
年
12
月
17
日

を
も
っ
て
満
了
し
た
た
め
、12
月
定

例
会
に
お
い
て
公
立
岩
瀬
病
院
企

業
団
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、本

市
議
会
か
ら
７
名
の
議
員
を
選
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、任
期
は
、平
成
26
年
12
月

18
日
か
ら
平
成
30
年
12
月
17
日
ま

で
の
4
年
間
で
す
。

　

須
賀
川
市
議
会
か
ら
選
出
し
た
公
立

岩
瀬
病
院
企
業
団
議
会
議
員

大　

寺　

正　

晃

相　

楽　

健　

雄

大　

越　
　
　

彰

鈴　

木　

正　

勝

橋　

本　

健　

二

長
谷
部　

一　

雄（
民
間
）

荒　

井　

裕　

子（
民
間
）

12 月定例会の審議結果をお知らせします！

各議員の賛否一覧
議
員
提
出
議
案

新政会 志政会 誠心クラブ 市民連合 無会派 議決結果

本
田
勝
善

相
楽
健
雄

生
田
目
進

加
藤
和
記

市
村
喜
雄

鈴
木
忠
夫

大
内
康
司

渡
辺
忠
次

安
藤　

聡

大
寺
正
晃

関
根
保
良

五
十
嵐
伸

塩
田
邦
平

広
瀬
吉
彦

高
橋
秀
勝

石
堂
正
章

車
田
憲
三

八
木
沼
久
夫

大
越　

彰

大
倉
雅
志

鈴
木
正
勝

菊
地
忠
男

水
野
敏
夫

川
田
伍
子

森　

新
男

佐
藤
暸
二

丸
本
由
美
子

橋
本
健
二

賛
　

成

反
　

対

棄
　

権

3 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● 22 5 0

≪結果の表示記号≫
◎全会一致で可決、同意、承認、採択　　○賛成多数で可決　　－継続審査　　　　賛否が分かれた議案等

公
立
岩
瀬
病
院

企
業
団
議
会

議
員
の
紹
介



　3月定例会に提出される主な案件は次のとおりです。
【単行議案】
・須賀川市行政財産使用料条例の一部を改正する条例
・須賀川市下水道条例の一部を改正する条例
・須賀川市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

【予算】
・平成27年度須賀川市一般会計予算
・平成27年度須賀川市藤沼湖周辺施設運営事業特別会計予算
・平成27年度須賀川市国民健康保険特別会計予算

【報告】
・公益財団法人ふくしま科学振興協会の平成27年度事業計画及び
　収支予算について

3月定例会のお知らせ
３月定例会は、2月26日（木）から3月17日（火）までの20日間開催される予定です。

日 月 火 水 木 金 土
23 24 25 26 27 28

議会運営
委員会

【本会議】
（議案一括
上程提案
理由説明）

議案調査 休会

1 2 3 4 5 6 7

休会 議案調査 【本会議】
（一般質問）

【本会議】
（一般質問）

【本会議】
（一般質問、
総括質疑、
議案等の
委員会付託）

【委員会】
総務

常任委員会
建設水道
常任委員会

休会

8 9 10 11 12 13 14

休会

【委員会】
生活産業
常任委員会
教育福祉
常任委員会

【委員会】
予算委員会

【委員会】
予算委員会

【委員会】
予算委員会 休会 休会

15 16 17 18 19 20 21

休会 事務整理

【本会議】
（委員長報
告、議案等
の質疑・討
論・採決）

22 23 24 25 26 27 28

定例会の会期を決定します。
また、今期定例会に上程さ
れた議案などの提案理由の
説明を受けます。

初日に提案理
由の説明を受
けた議案につ
いて議案の調
査をし、今後
の審査に備え
ます。

市政全般の事
務などについ
て質問を行い、
市政執行の状
況や今後の方
針などを確認
したり、議員
としての意見な
どを述べたり
します。

委員会審査では、各委員会（６日、９日、10日、
11日、12日）に付託となった議案の内容につい
て、質疑を行いながら細かく審査します。委員会
として賛否を決定し、本会議最終日で委員長が
審査の結果を報告します。

議員（会派）が、委
員会審査の結果を踏
まえ議案等に対する
賛否を検討します。

議案に対する議員の総括質疑を
行い、更に詳細に審査するための
付託する委員会を決めます。

各委員会に付託された議案等に関する委
員長報告を行い、質疑・討論を実施します。
それを踏まえて採決が行われます。
また、追加提案や議員提出議案等がある
場合は、それらについても審議します。

　本会議や委員会は、住所・氏名を記入するだけ
でどなたでも傍聴ができます。
　本会議については、岩瀬支所３階、委員会につい
ては岩瀬支所２階にお越しください。
　傍聴席は本会議が２４席、委員会が８席です。

～議会傍聴のご案内～～～ 会会会傍傍聴聴のののごごご案案案内内内～～～議会傍聴のご案内～
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「
議
会
だ
よ
り
８
万
」
は
、
議
員
手
作
り
の
広
報

紙
で
す
。
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
左
記

の
８
名
の
委
員
が
編
集
し
て
い
ま
す
。
会
議
を
開
き
、

市
民
に
伝
え
た
い
記
事
を
決
定
し
、
原
稿
を
分
担
し

て
書
い
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
議
会
の
広
報
と
は
い
か
に
あ
る

べ
き
な
の
か
、
常
に
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
先
進
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
広
報
や
市
民
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
広
報
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
調
査
に

行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

２
月
13
日
に
は
、
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
議
会
へ
の
視

察
を
行
い
、
議
会
広
報
の
編
集
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
次
号
で
報
告
の
予
定
で
す
。

委
員
長　

大
倉
雅
志

副
委
員
長　

大
寺
正
晃

委　
　

員　

安
藤　

聡

〃　
　

車
田
憲
三

〃　
　

佐
藤
暸
二

〃　
　

加
藤
和
記

〃　
　

橋
本
健
二

〃　
　

渡
辺
忠
次

編

集

後

記

議
会
広
報
委
員
会

すかがわ市議会だより『８万』第51号　発行日／2015年3月1日　編集・発行／須賀川市議会　須賀川市柱田字中地前22　電話0248（65）2409

すかがわ市議会だより『８万』発行部数25,000部　１部当たりの単価約32円

市
議
会
議
場
見
学

市議会教室
　

須
賀
川
市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
、小
学
6
年

生
を
対
象
に〈
市
議
会
議
場
見
学
〉が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。今
年
度
は
、白
江
、

大
東
、阿
武
隈
小
学
校
が
社
会
科
の
学
習「
私
た

ち
の
生
活
と
政
治
」の一
環
と
し
て
１
３
３
名
の
児

童
が
議
場
を
見
学
し
議
会
の
仕
組
み
や
役
割
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
て
い
ま
す

　

見
学
の
目
的
は
、議
場
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、市
職
員
や
市
議
会
議
員
の
方
々
が
様
々
な
努

力
や
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
議
会
の
役
割
と
行
政
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

見
学
の
内
容
は
、政
治
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、議
場
全
体
の
様
子
を
見
な
が

ら
議
員
席
や
執
行
部
席
、傍
聴
席
等
に
座
っ
て
議

会
事
務
局
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
す
。

　

福
島
市
の
よ
う
に
、市
内
小
学
校
53
校
か
ら
各

校
1
名（
6
年
生
）を
議
員
と
し
て
、そ
の
中
か
ら

正
副
議
長
を
選
出
し
、代
表
者
に
よ
る
質
問
に
対

し
市
の
執
行
部
が
答
弁
を
行
う
な
ど
、市
議
会
本

番
さ
な
が
ら
の
模
擬
議
会
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
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